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1.背景・目的 

1-1背景 

現在グローバル化が急速に進んでいて、旅行、外国赴任、留学など以前より外国へ行くのは

とても簡単になった。外国にいる時、お金を大事にしなければならない事が留学生としての私

もよく分かるようになった。 

母国から海外の国に旅行や留学、転勤などで移動し滞在して生活をする場合には、母国の通

貨と現地の通貨での交換レート、すなわち外貨為替が大きな問題となる。海外への移動や滞在

経験の少ない人の多くは外国の貨幣価値やその変動などの外貨為替の知識が少なく、両替商で

提示されるがままに両替してしまうことがよくある。 

また、外国に行く時やネットショッピングで外国の商品を買う場合は、2通貨決済機能付ク

レジットカードは一番便利な支払い手段と見られるが、その買い物のお金を返済する時、ドル

で返済する事や母国の通貨で返済する事、どちらが安いかを考えるべきである。それも為替レ

ートに関係している。本研究では、このような海外滞在者の実生活における外貨為替の知識や

情報不足から生じる問題に着目し、情報提供の手法の検討を行う。 

 

1-2目的 

 本研究は海外滞在者に必要な外貨為替情報を適切に提供することによって、滞在場所や変動

するレートに柔軟に対応でき、生じる損失をできるだけ少なくするなど、海外滞在に安心感を

醸成することを目的とする。 
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2.外貨為替情報システムの現状 

2-1現状 

日本から海外に送金する場合は、日本の銀行から外貨両替して、海外の銀行へ国際送金する

機会は多い。普通に日本の銀行から海外へ送金すると、手数料が４５００円と多額である！ま

た、受け取り先の銀行でも１０ドルを手数料として徴収され、特に小額の送金をする時などは、

手数料のしめる割合が非常に高くなっている。この章で既存の手法で海外との資金のやりとり

でできるだけ効率よく余計な費用を少なくする可能性について述べる。 

逆に、外国から日本にいる外国人に送金すると同じ状況で外貨両替して、高い手数料を払わ

なければならないことになっている。 

そして、2011年現在、約 15年ぶりの円高ドル安が、日本に住む外国人、留学生の生活を圧

迫している。2011年 8月末、人民元の対円相場がついに 100円＝8元台に突入した。日本留学

の平均学費（1年分）約 65万円は 2008年のレートでは約 4万元に相当していたが、今では 5

万元を軽く上回る。 

すでに日本に留学中の学生たちの親にとっても、毎月の仕送り額が事実上増えることになり、

その経済的負担の増大は避けられない。親の負担を減らすために毎日アルバイト探してる留学

生も少なくないが、その多くが言葉の壁や不景気の影響で仕事探すのはなかなか難しい。そし

て、限られたお金を外貨にする際に為替レートの変動を把握することが最も重要である。 

 

 

2-2問題点 

現在、外貨為替情報の提供は、銀行および FXと呼ばれる金融取引用のサイトやアプリケーシ

ョンが多く、FX金融取引用を利用するため、専用の口座を開設することや専門の知識を持つこ

とが必要である 

FX取引の複雑な操作や理解しにくい機能は海外滞在者にとってほとんど意味のないサービ

スであり、そのようなものが数多く存在しているが現状である。海外滞在者に設定された理想
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的な目標の為替レートデータの通知機能、カード決済時に為替レートデータを自動的に判断し、

自動的に安い通貨を選択などの一目瞭然に表示される機能は存在しない。 

今日のような情報化社会においては、外国為替市場での頻繁な変動し続ける、為替情報を一

秒でも早く手に入れることにより、利益を得たり損失を減らすことができる。専業トレーダー

のように PCの前にいる時間が多い場合は可能であるが、多くの方は PCの前にいる時間よりい

ない時間のほうが長い。外貨為替知識が全くない方にも簡単に使える携帯情報端末で為替情報

や携帯取引などの機能の付いたアプリケーションがないのは残念なことである。 

 

2-3外貨為替情報を提供しているサービスの現況 

この節では、外貨為替情報を提供しているサービスについて述べる。外貨為替情報の提供状

況を調べることにより、提供される情報の種類や形態がわかり、本研究における提供情報の仕

組みの検討の参考となる。 

 

2-3-1楽天銀行・楽天証券 

日本最大級のインターネット銀行である。ネットバンキング で投資信託・外貨預金・FXの

取引、ローン の申込ができるが、専用の口座を開設するのは必要である。口座の申し込み情報

を利用して楽天銀行のキャッシュカード、楽天証券口座を同時に申し込みできる。 
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以下は楽天銀行 FX為替レートデータの表示である。 

図 2-3-1-1：「楽天銀行 FX為替レートデータ」

http://www.rakuten-bank.co.jp/assets/fx/?l-id=top_T_0701_0007_CO11 

 

図 2-3-1-1で表示されたデータは楽天銀行 FX為替レートのデータである。通貨ペア、買気配、

売気配などの条目を分かれて表示する。前日よりプラスのデータは赤い数字で表示する、逆に

ブルーのデータは前日よりマイナスのデータである。為替レートデータが変わると色付けで自

動的に提示される、赤は価値が減る、ブルーは価値が安定しているどころ、黄色は価値が上が

ることである。 
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図 2-3-1-2：「楽天銀行 FX為替レートデータ」 

http://www.rakuten-bank.co.jp/assets/fx/?l-id=top_T_0701_0007_CO11 
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楽天銀行 FX携帯端末取引画面 

楽天銀行では以上のような FXの情報閲覧や取引について携帯端末で行うことができる。その概

要を以下に示す。 

ログイン画面 

 

図 2-3-1-3:「ログイン画面」http://www.rakuten-bank.co.jp/guide/fx/mobile.html 

ログイン IDやパスワードを入力し、楽天銀行 FX携帯アプリを操作できる。 

メインメニュー画面 

 

図 2-3-1-4:「メインメニュー画面」http://www.rakuten-bank.co.jp/guide/fx/mobile.html 
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レート表示画面 

 

図 2-3-1-5：「レート表示画面」http://www.rakuten-bank.co.jp/guide/fx/mobile.html 

 

オンライントレードの証券会社、株・FX・投資信託などの豊富な商品である。専用の口座開設

の必要がある。 

 

 

図 2-3-1-6：「楽天ネット証券の取引画面」 
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2-3-2 Cymo 

PC版のアプリケーションをはじめ、iPhoneトレード、携帯アプリケーションではサイバーエ

ージェント FXの「Mobile Cymo」、特徴は見やすい画面、直感的なインターフェース、FX機能

沢山整っている。PC、SMARTPHONEすべてに対応できるアプリだが、口座開設が必要である。 

CYMOのログイン画面 

 

図 2-3-2-1:「CYMOのログイン画面」http://cymo.jp/mobile/ 

CYMOの外貨為替の注文 

 

図 2-3-2-2:「CYMOの外貨為替の注文」http://cymo.jp/mobile/ 

CYMOの FX為替レートデータ 

 

図 2-3-2-3：「CYMOの FX為替レートデータ http://cymo.jp/mobile/」 
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2-3-3「みんなの FX」 

外貨為替の外貨為替レート、外貨両替のデータを表示する機能を付いているが、画面がちょ

っと見にくいし、操作は少し難しく感じられた。口座開設が必要である。 

みんなの FX携帯バージョンの画面を以下の図 2－3－3－1に示す。この画面では、まず利用者

の登録を行い、パスワードで本人認証が終わった後、操作が始まる 

 

図 2-3-3-1:「みんなの FX携帯登録画面」http://min-fx.jp/market/info/tool/iphone/ 

 

図 2-3-3-2:「通貨ペアや外貨レート表示する」http://min-fx.jp/market/info/tool/iphone/ 
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2-3-4「インヴァスト証券」 

携帯用の FX取引機能、口座開設が必要である。 

 

図 2-3-4-1:「インヴァスト証券のレート表示画面」http://www.invast.jp/ 

 

 

図 2-3-4-2:「インヴァスト証券の為替データを表示画面」http://www.invast.jp/ 
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2-3-5 iGoolge[DMM fx]  

為替レート、為替レートは約 5秒間隔で配信される。【DMM FX】で取り扱っている全 12通貨

ペアの中からお好みの通貨ペアを選択して表示ができ、使用料金は無料である。 

 

図 2-3-5-1:「○○」 

 

図 2-3-5-2:「iGoolge[DMM fx] の表示画面」http://www.google.com/ig?referrer=ign_n 
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3.解決法の検討 

本章では、2章までの外貨為替情報の提供状況を踏まえた上で、母国を離れて外国で生活し

ている人にとっての生活上の問題を考慮して、解決法の検討を行う。 

 

3-1問題の整理 

２章の外貨為替情報システムの現状で述べた通り、母国の銀行から海外の銀行へ国際送金す

る機会は多いと思うが、銀行から海外へ送金すると、高い手数料を払わなければならない事が

わかるが、もし不利な為替レートで送金するともっと大きな損になる事である。 

留学生として学費を払うときに両親から定期的に学費を送って貰うことがよくあるが、両替

レートの影響で両親から出すお金の金額もかなり違うと思う。期間内に両替レートが最も有利

の時を両替して、多少家族の負担を減らすことである。 

海外為替取引 FXの案内や広告をよく目にしますが、これはあくまで為替を使って利益を上げ

ることを目指すものであって、海外送金や有利な外貨交換のための仕組みではない、裏技を使

えば FX口座経由で外貨交換や送金は可能な場合もあるが、専用の口座を開設することや専門の

知識を持つことが必要である。口座を開設するため、時間が掛かるし、たくさんの個人情報を

入力しなければならないし、かなり手数がかかる。 

3-2解決法の提案 

 不利な為替レートで送金すると損になる事を避けるため、もし外貨為替レートのデータを常

に自動的に取得できるようになったら、為替レートを把握ことができる。 

 家族から外国にいる留学生に送金する前に、特に定期的に学費を払うの数カ月前の為替レー

トを判断し、自ら設定した目標値に合わせて、最も有利な為替レートが出てきたらすぐ通知す

る機能が必要である。 

外貨両替する際に、FX取引のための口座開設を省略し、煩雑な操作を簡略化し、予算に基づ

いて通貨の取引状況、取引期間の目標値の設定などの機能の実現し、外貨為替レートを常に自
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動的に受信できるようことを目指す。さらに、PCでも携帯でも簡単操作できるようにする事も

検討する。 
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4.設計と実装 

本章では、3章までの議論を踏まえ、海外生活者にとって必要な外貨為替情報の提供機能の

設計と実装を行う。 

4-1設計目標 

本システムでは、以下の図で表す仕組みを目標とし、設計する。複雑な操作を簡単にし、よ

り見やすく、比較的にしやすいように検索機能を付ける。利用者ごとに設定する値は異なる可

能性があるが、今回はログイン等の利用者認証については考慮しない。設定した期間目標値の

メッセージ機能を設置し、常に気になる通貨のレートを把握ことができる。目標値と期間を設

定し、期間内の為替レートを目標値に合わせて、教えてくれる機能を実現することを目標とす

る。 

 

4-2システムの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ 

ベース 

外貨両替や 

外貨為替の 

データ 

利用者ツール 
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取引機関 

 
共
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検索条件 

結果を返す 

為替データ取

得および通知

機能（定期的） 
為替データ 

登録 

通知 
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本システムの構成では利用者から検索情報を入力し、その入力された情報を合わせて、デー

タベースをアクセスして、最新な為替レートや外貨両替データを表示されることができる。さ

らに、目標値や期間設定という情報を入力すると、データベースから目標値に合わせたデータ

を利用者に自動的に通知する。データベースは銀行及びｆｘ取引会社の最新為替データを共用

するデータベースである。 

 

4-3実装 

・為替レートを検索機能 

  Currency.htmから検索情報収集し、getRate.phpで収集したデータを処理する仕組みで為

替レートの検索機能を実現することはできた。Get_currency.phpは、変換の元と先の国の通貨

を選んで、最新の為替レートを表示するアプリケーションである。 

・外貨両替を計算する機能 

  最新の為替レートを使っていないが、簡単の両替計算機能を実現した serchRate.phpであ

る。 

・期間内目標値を通知する機能 

  現時点で完成していないが実装中である。 

4-3-1実装環境 

クライアント環境  

オペレーティングシステム：Microsoft Windows XP Home Edition Version 

2002 Service Pack2  

CPU ： Intel® Celeron® M 410 @1.46GHz  

メモリ：1GB  

 

サーバ環境  
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学外：www.cyaneum.org  

オペレーティングシステム：Ubuntu 8.04 Server  

CPU:：Pentium M 1.6GHz  

メモリ：1GB  

Webサーバ：Apache 2.2.8  

データベース：MySQL 5.0.51  

 

 

プログラミング言語 ：PHP、htmlを使用し実装する。 

 

4-3-2為替データの取得と検索機能 

外貨両替情報を収集するための Currency.htm 

Currency.htmでは HTMLのフォーム機能を利用して取引通貨種類、両替単位などの情報を入

力し、「確認」ボタンを押すことによって、POSTという送信方法でデータを、getRate.phpに

送信する。 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN"> 

<html lang="ja"> 

 <head> 

  <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8"> 

                <title>外貨両替情報サービス </title> 

</head> 

<body> 

<form method="POST" action="getRate.php"> 

<b>外貨両替情報入力</b> 

<p>取引通貨選択:</p> 

<p><select id="money_from"> 

 

              <option value="0">ドル</option> 
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              <option value="1">パウンド</option> 

              <option value="2">日本円</option> 

              <option value="3">中国元</option> 

</select>から 

<select id="money_to"> 

 

             <option value="0">ドル</option> 

             <option value="1">パウンド</option> 

             <option value="2">日本円</option> 

             <option value="3">中国元</option> 

 </select>へ両替する 

 </p> 

<p>両替単位:<input type="text" name="ju1" size="20"></p> 

<p>手数料金:<input type="text" name="ju2" size="20"></p> 

<p>備考:<textarea name="bik" rows="10" cols="50"> 

</textarea></p> 

<input type="submit"value="確認"/> 

 

</form> 

</body> 

</html> 

 

 

getRate.php では、Currency.htmから収集したデータと http://www.123cha.com/hl/というサ

イトから最新の為替レートで収集したデータを処理する 

<?php    

set_time_limit(0);    

function getmidstr($L,$R,$str)     
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   {      

      $int_l=strpos($str,$L);    

     $int_r=strpos($str,$R);    

     If ($int_l>-1&$int_l>-1)     

       {    

        $str_put=substr($str,$int_l+strlen($L),($int_r-$int_l-strlen($L)));     

       return $str_put;    

       }    

      else   

       return "実行している Stringの中にそれが入ってない“".$L."”或“".$R."”";     

    }    

    $url[0][0] = "ドル(USD)";    

    $url[0][1] = "http://www.123cha.com/hl/?from=USD&to=CNY&q=1";   //人民元ードラ    

    $url[1][0] = "パウンド(GBP)";    

    $url[1][1] = "http://www.123cha.com/hl/?from=GBP&to=CNY&q=1";   //人民元ーパウン

ド     

    $url[2][0] = "日本円(JPY)";    

    $url[2][1] = "http://www.123cha.com/hl/?from=JPY&to=CNY&q=1";   //人民元ー日本円   

   $outString = '<DIV><UL>';    

   for($i=0;$i<1;$i++)    

    {    

        $lines_array = file($url[$i][1]);     

        $lines_string = implode('', $lines_array);     

        $lines_string = getmidstr('今の為替レート','</tbody></table>',$lines_string) . 

'‹';    

       $lines_string = getmidstr('bgcolor=#ffffff align=center>','‹',$lines_string);    

        $lines_string = str_replace('<td>','<td>|',$lines_string);    
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        echo $lines_string;    

        $tempStr = split ('[|]', $lines_string);    

        $hl = strip_tags($tempStr[2]);    

        if(trim($hl)=="")$hl="Getting data......";    

        $outString .= '<li>' . $url[$i][0] . ': ' . $hl . 'rmb</li>';    

    }    

    $outString .= '</UL></div>';    

    echo $outString;    

?>   

 

最新の為替レート情報を収集するための Get_currency.php 

セレクトボックスの option valueで変換の元と先の国の通貨選ぶ機能の設定である、

convert( $from, $to )という functionで option valueから収集した変換の元と先の国の通貨

データを処理する、最新為替レートの apiの urlは function convert($from,$to)の中に入っ

ている。 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN"> 

<html lang="ja"> 

 <head> 

  <title>為替レート取得</title> 

  <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8"> 

 </head> 

 <body> 

<?php 

extract($_POST); 

function convert($from,$to){ 

    $url 
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="http://www.reuters.com/finance/currencies/quote?srcAmt=1.0&srcCurr=".$from."&destC

urr=".$to; 

    $ch  = curl_init(); 

    curl_setopt($ch, CURLOPT_URL, $url); 

    curl_setopt($ch, CURLOPT_RETURNTRANSFER, 1); 

    $feed = curl_exec($ch); 

    curl_close($ch); 

 

    $n = preg_match_all("/<input id=\"destAmt.*\" value=\"([^<]+)\"/", $feed, $cell, 

PREG_PATTERN_ORDER); 

    return $cell[1][0]; 

} 

echo <<< DOC_END 

<p>為替レート取得</p> 

<p>変換の元と先の国を選択してください。</p> 

<form   method="post" > 

<select name="from"> 

<option value="">- choose -</option> 

<option value=""></option> 

<option value="GBP"  >British Pound (GBP)</option> 

<option value="USD"  >US Dollar (USD)</option> 

<option value="EUR"  >Euro (EUR)</option> 

<option value="ALL"  >Albania Lek (ALL)</option> 

<option value="AOA"  >Angola Kwanza (AOA)</option> 

<option value="ARS"  >Argentina Peso (ARS)</option> 
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<option value="AUD"  >Australian Dollar (AUD)</option> 

<option value="BHD"  >Bahrain Dinar (BHD)</option> 

<option value="BDT"  >Bangladesh Taka (BDT)</option> 

<option value="BYR"  >Belarus Ruble (BYR)</option> 

<option value="BGN"  >Bulgaria Lev (BGN)</option> 

<option value="BOB"  >Bolivia Boliviano (BOB)</option> 

<option value="BRL"  >Brazil Real (BRL)</option> 

<option value="BND"  >Brunei Dollar (BND)</option> 

<option value="CAD"  >Canadian Dollar (CAD)</option> 

<option value="CLP"  >Chile Peso (CLP)</option> 

<option value="CNY" selected="selected" >China Yuan Renminbi (CNY)</option> 

<option value="COP"  >Colombia Peso (COP)</option> 

<option value="CDF"  >Congo Franc (CDF)</option> 

<option value="CRC"  >Costa Rica Colon (CRC)</option> 

<option value="HRK"  >Croatia Kuna (HRK)</option> 

<option value="CZK"  >Czech Koruna (CZK)</option> 

<option value="DKK"  >Danish Krone (DKK)</option> 

<option value="EGP"  >Egypt Pound (EGP)</option> 

<option value="FJD"  >Fiji Dollar (FJD)</option> 

<option value="HKD"  >Hong Kong Dollar (HKD)</option> 

<option value="HUF"  >Hungary Forint (HUF)</option> 

<option value="ISK"  >Iceland Krona (ISK)</option> 

<option value="INR"  >India Rupee (INR)</option> 

<option value="IDR"  >Indonesian Rupiah (IDR)</option> 

<option value="ILS"  >Israel Shekel (ILS)</option> 
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<option value="JPY"  >Japanese Yen (JPY)</option> 

<option value="KRW"  >Korea Won (KRW)</option> 

<option value="KWD"  >Kuwaiti Dinar (KWD)</option> 

<option value="LVL"  >Latvia Lats (LVL)</option> 

<option value="LTL"  >Lithuania Litas (LTL)</option> 

<option value="MYR"  >Malaysian Ringgit (MYR)</option> 

<option value="MXN"  >Mexican Peso (MXN)</option> 

<option value="NZD"  >New Zealand Dollar (NZD)</option> 

<option value="NOK"  >Norwegian Krone (NOK)</option> 

<option value="PKR"  >Pakistan Rupee (PKR)</option> 

<option value="PHP"  >Philippines Peso (PHP)</option> 

<option value="PLN"  >Polish Złoty (PLN)</option> 

<option value="RUB"  >Russia (new) Ruble (RUB)</option> 

<option value="SAR"  >Saudi Arabian Riyal (SAR)</option> 

<option value="SGD"  >Singapore Dollar (SGD)</option> 

<option value="ZAR"  >South African Rand (ZAR)</option> 

<option value="SEK"  >Swedish Krona (SEK)</option> 

<option value="CHF"  >Swiss Franc (CHF)</option> 

<option value="THB"  >Thai Baht (THB)</option> 

<option value="TRY"  >Turkey New Lira (TRY)</option> 

<option value="AED"  >United Arab Emirates Dirham (AED)</option> 

</select> 

 

<select name="to"> 

<option value="">- choose -</option> 
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<option value=""></option> 

<option value="GBP"  >British Pound (GBP)</option> 

<option value="USD"  >US Dollar (USD)</option> 

<option value="EUR" selected="selected" >Euro (EUR)</option> 

<option value="ALL"  >Albania Lek (ALL)</option> 

<option value="AOA"  >Angola Kwanza (AOA)</option> 

<option value="ARS"  >Argentina Peso (ARS)</option> 

<option value="AUD"  >Australian Dollar (AUD)</option> 

<option value="BHD"  >Bahrain Dinar (BHD)</option> 

<option value="BDT"  >Bangladesh Taka (BDT)</option> 

<option value="BYR"  >Belarus Ruble (BYR)</option> 

<option value="BGN"  >Bulgaria Lev (BGN)</option> 

<option value="BOB"  >Bolivia Boliviano (BOB)</option> 

<option value="BRL"  >Brazil Real (BRL)</option> 

<option value="BND"  >Brunei Dollar (BND)</option> 

<option value="CAD"  >Canadian Dollar (CAD)</option> 

<option value="CLP"  >Chile Peso (CLP)</option> 

<option value="CNY"  >China Yuan Renminbi (CNY)</option> 

<option value="COP"  >Colombia Peso (COP)</option> 

<option value="CDF"  >Congo Franc (CDF)</option> 

<option value="CRC"  >Costa Rica Colon (CRC)</option> 

<option value="HRK"  >Croatia Kuna (HRK)</option> 

<option value="CZK"  >Czech Koruna (CZK)</option> 

<option value="DKK"  >Danish Krone (DKK)</option> 

<option value="EGP"  >Egypt Pound (EGP)</option> 
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<option value="FJD"  >Fiji Dollar (FJD)</option> 

<option value="HKD"  >Hong Kong Dollar (HKD)</option> 

<option value="HUF"  >Hungary Forint (HUF)</option> 

<option value="ISK"  >Iceland Krona (ISK)</option> 

<option value="INR"  >India Rupee (INR)</option> 

<option value="IDR"  >Indonesian Rupiah (IDR)</option> 

<option value="ILS"  >Israel Shekel (ILS)</option> 

<option value="JPY" selected="selected" >Japanese Yen (JPY)</option> 

<option value="KRW"  >Korea Won (KRW)</option> 

<option value="KWD"  >Kuwaiti Dinar (KWD)</option> 

<option value="LVL"  >Latvia Lats (LVL)</option> 

<option value="LTL"  >Lithuania Litas (LTL)</option> 

<option value="MYR"  >Malaysian Ringgit (MYR)</option> 

<option value="MXN"  >Mexican Peso (MXN)</option> 

<option value="NZD"  >New Zealand Dollar (NZD)</option> 

<option value="NOK"  >Norwegian Krone (NOK)</option> 

<option value="PKR"  >Pakistan Rupee (PKR)</option> 

<option value="PHP"  >Philippines Peso (PHP)</option> 

<option value="PLN"  >Polish Złoty (PLN)</option> 

<option value="RUB"  >Russia (new) Ruble (RUB)</option> 

<option value="SAR"  >Saudi Arabian Riyal (SAR)</option> 

<option value="SGD"  >Singapore Dollar (SGD)</option> 

<option value="ZAR"  >South African Rand (ZAR)</option> 

<option value="SEK"  >Swedish Krona (SEK)</option> 

<option value="CHF"  >Swiss Franc (CHF)</option> 
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<option value="THB"  >Thai Baht (THB)</option> 

<option value="TRY"  >Turkey New Lira (TRY)</option> 

<option value="AED"  >United Arab Emirates Dirham (AED)</option> 

</select> 

 

<p><input type="submit" value="送信"> 

<input type="reset" value="リセット"></p> 

</form> 

 

DOC_END; 

if($from<>'' && $to<>''){ 

 //$from = 'USD'; 

 //$to   = 'JPY'; 

 $exchange_rate = convert( $from, $to ); 

 

 echo "\nExchange Rate " . $from . "/" . $to . ": " ; 

 printf("%01.2f\n", convert($from, $to ) ); 

 echo "Accessed Time        : " .  date('Y-m-d H:i:s') . "\n\n"; 

} 

?> 

serchRate.phpは javascriptという言語で実装されたアプリケーションである。セレクトボッ

クスの option valueで通貨の種類を分別し、「変換」というボタンーを押すと、calcMoney()

を実行する。calcMoney(from,to,money)という functionは元通貨と目標通貨間を両替する

functionである。 

<script language="javascript"> 
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var huilv=new Array(); 

huilv[0]=7; 

huilv[1]=200; 

huilv[2]=100; 

huilv[3]=1; 

function calcMoney(from,to,money){ 

 

       return (money/huilv[from])*huilv[to]; 

 

} 

</script> 

<body> 

From 

   <select id="money_from"> 

 

              <option value="0">人民元</option> 

              <option value="1">韓国ウォン</option> 

              <option value="2">日本円</option> 

              <option value="3">ドラ</option> 

       </select> 

To 

     <select id="money_to"> 

              <option value="0">人民币</option> 

              <option value="1">韓国ウォン</option> 

              <option value="2">日本円</option> 
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              <option value="3">ドラ</option> 

       </select> 

<br /> 

金額：<input id="txtMoney" type="text" /> 

<br /> 

<input type="button" value="変換" 

onclick="txtResult.innerText=calcMoney(money_from.value,money_to.value,txtMoney.valu

e);" /> 

 

<br /> 

結果：<span id="txtResult"></span> 
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5.評価と考察 

5- 1 評価  

5-1-1 動作確認 

この章では４章に実装したシステム動作の確認を検証し、評価をする。 

（１） 外貨両替情報を収集するための Currency.htm 

Webブラウザから http://www.cyaneum.org/~a840115/Currency.htmへアクセスと図

5-1-1の画面が出てくる。ここで、外貨両替情報として、取引通貨を選択し両替単位を

入力し、手数料金額を入力して確認ボタンを押すと、計算結果が出力される。 

 

図 5-1-1:「Currency.htmの最初画面」 

（２） 最新の為替レート情報を収集するための Get_currency.php 

このプログラムに Webブラウザからアクセスすると、図 5-1-1のような画面となり。変

換元の通貨の種類と変換先の通貨の種類を設定できる。送信ボタンをクリックすると、

為替レート情報が取得され表示される。 

 

図 5-1-2:「Get_currency.phpの最初画面」 
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図 5-1-3:「Get_currency.phpの通貨を選ぶ画面」 

 

図 5-1-3中国元から日本円への為替レートを知りたい場合は China Yuan Renminbi (CNY)と

Japanese Yen (JPY)を選んで、送信ボタンーを押すと中国元と日本円の為替レートが出力され

た 

 

 

図 5-1-4:「Get_currency.phpの実行結果」 
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（３） 簡易型為替計算機 

JavaScriptを使用して簡易型の為替計算機を実装した。本機能では、最新の為替レートを取

得する機能は含まれていない。 

serchRate.phpを実行する 

 

図 5-1-5:「serchRate.phpの最初画面」 

図 5-1-5 http://www.cyaneum.org/~a840115/ serchRate.phpを IEに入力し、serchRate.php

の最初画面です 

 

 

図 5-1-5:「serchRate.phpの実行画面」 

図 5-1-5人民元 5000元を韓国元に両替すると 142857.14285714287韓国元になる。 
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5-1-2  機能評価 

 本研究の当初目標していた実装のところまでいかなかったので、現在できているところまで

で評価していく。目標と本研究の現状を比較したものを表 5－1－2－1に示す。 

為替レートを検索機能ができれば○、片方どちらかが出来れば△ 

外貨両替を計算する機能が更新できれば○、最新の為替レートで計算する機能ができなけれ

ば△ 

期間内目標値を通知する機能は、全部できれば○、まだ実現してないため× 

 

表 5-1-2-1 

 目標 現状 

為替レートを検索機能 

 

○ ○ 

外貨両替を計算する機能 

 

○ △ 

期間内目標値を通知する機

能 

 

○ × 

 

5-2考察 

本研究における現在ネット上にある銀行やFX取引会社の情報の調べ方は煩雑であり、入力部

分が多く、特にFX金融取引用を利用するため、専用の口座を開設することや専門の知識を持つ

ことが必要である、FX取引の面倒な操作や理解しにくの機能は海外滞在者にとってほとんど意

味のないサービスが数多く存在していること解決するために必要な機能を提案し、その仕組み

をシステムとする。  

 目的達成とまではいかなかったが、第4章で設計、実装したもので、元々この研究で提案した

目標に対してはより簡潔な方法があることにより、無駄な時間を減らすことが達成されている。 
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実装されていない期間内の目標値に合わせて、システムからメッセージが送られてくる機能

を実装されると、面倒なクリックと選択を繰り返すなしで、より簡単な為替情報をいただくこ

とができる。外貨両替するときに無駄なお金を減らすことや調べる時間も減ることによって、

海外滞在者はもちろん、母国にいる家族の不安感も減らすことができる。 

 

  



36 

 

6.まとめと今後の課題 

6-1まとめ 

本研究は海外滞在者に必要な外貨為替情報を適切に提供することによって、生じる損失をで

きるだけ少なくするなど、海外滞在に安心感を醸成することを目指した。まず、2章で現在既存

の外貨為替情報システムを検討、その利点や問題点を比較した。比較をすることにより、どの

ような機能を持ち合わせているのか知ることができた。これを知ることにより、本研究のアプ

リケーションシステムをどういうふうに設定するかイメージを想起することができた。  

システムへの設計は、新しい為替レートを提供できる APIを利用し、html言語やｐｈｐ言語

を基本言語として、通貨間の為替レートを調べる事を実現した。評価と考察で、実現した物と

改善点を挙げた。 

 

6-2今後の課題 

今後の課題としては本研究の更新した為替レートを常に自動的に配信すること。特に期間内

を設定し、目標値を判断し、為替情報を配信する機能は、残念ながら今後の課題にさせる。Web

上でのサービスの提供にあたり、本研究の目標とするサービス内容と類似したサービスが多数

ある中、必要とされるサービスの検討と実現を目指す。 
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